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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ｇ０１Ｎ   27/416    ３１１Ｇ

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月26日(2020.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス試料またはガス流中の１以上の標的ガス種の濃度を測定するためのアンペロメトリ
ック電気化学センサであって、前記センサは、
　第１および第２の表面電極；
　酸素イオン伝導性の固体電解質層；
　導電性の受動的な信号増幅層（「ＳＡＬ」）；及び
　電気バイアスを、前記ＳＡＬには加えないが、前記第１および第２の表面電極間に加え
るためのバイアス源；
を有する少なくとも１個の電気化学セル
を備え、前記第１および第２の表面電極は前記電解質層の同じ面の上に位置し、前記電解
質層の少なくとも一部分は前記表面電極と前記ＳＡＬとの間に位置し、その結果前記ＳＡ
Ｌは前記電解質層と直接導電接触しているが前記表面電極とは直接接触していない、セン
サ。
【請求項２】
　前記第１の電極が、少なくとも１つのモリブデン酸塩またはタングステン酸塩化合物を
含み、さらに前記少なくとも１つのモリブデン酸塩またはタングステン酸塩化合物が、Ａ

Ｘ（Ｍｏ（１－Ｚ）ＷＺ）ＹＯ（Ｘ＋３Ｙ）（式中、ＸおよびＹは、各々独立に１～５の
整数から選択され、０≦Ｚ≦１であり、Ａは、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｃ
ｕ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、およびＰｂの１以上である）を含む、請求項１に記載のセンサ。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのモリブデン酸塩またはタングステン酸塩化合物が、ＭｇＭｏＯ４

、ＭｇＷＯ４、ＢａＷＯ４またはＣｏＷＯ４を含む、請求項２に記載のセンサ。
【請求項４】
　前記第１の電極が、（ａ）少なくとも１つのモリブデン酸塩またはタングステン酸塩化
合物；および（ｂ）少なくとも１つのセラミック電解質材料：の複合混合物を含む、請求
項２または３に記載のセンサ。
【請求項５】
　前記第１の電極が、約０．１重量％～１０重量％の、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｉｒ、
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および前述のいずれかの合金または混合物からなる群から選択される少なくとも１つの金
属をさらに含む、請求項４に記載のセンサ。
【請求項６】
　前記第１の電極が、セラミック相および金属相を備える、請求項１に記載のセンサ。
【請求項７】
　前記第１の電極の前記セラミック相が、ジルコニア系電解質材料、セリア系電解質材料
、酸化ビスマス系電解質材料、酸化ランタンガリウム系電解質材料、酸化アルミニウムま
たは酸化マグネシウム、またはその混合物を含み、前記金属相が、Ａｇ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒ
ｈ、ＲｕおよびＩｒ、あるいはそれらの合金または混合物を含む、請求項６に記載のセン
サ。
【請求項８】
　前記第２の電極が、
　－Ａｇ、Ａｕ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｉｒおよび前述の合金または混合物からなる
群から選択される金属；
　－導電性ペロブスカイト；および
　－金属とセラミックのサーメット
　からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載のセンサ。
【請求項９】
　前記第２の電極が、（ａ）白金または金；および（ｂ）ガドリニウムをドープしたセリ
ア（「ＧＤＣ」）、サマリウムをドープしたセリア（「ＳＤＣ」）、ジルコニウムをドー
プしたセリア（「ＺＤＣ」）、イットリウム安定化ジルコニア（「ＹＳＺ」）、またはス
カンジウム安定化ジルコニア（「ＳｃＳＺ」）：のサーメットを含む、請求項８に記載の
センサ。
【請求項１０】
　前記第１および第２の電極の少なくとも一方の上の集電層をさらに含み、前記集電層が
、
　－白金、パラジウム、金、銀、または前述の貴金属の２以上の合金からなる群から選択
される貴金属；
　－白金、パラジウム、金または銀と、１以上の、１以上の貴金属および１以上の卑金属
の合金；あるいは、
　－白金、パラジウム、金または銀とセラミック電解質材料のサーメット
　を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載のセンサ。
【請求項１１】
　前記集電層の各々が、（ａ）白金または金；および（ｂ）ＧＤＣ、ＳＤＣ、ＺＤＣ、Ｙ
ＳＺまたはＳｃＳＺ：のサーメットを含む、請求項１０に記載のセンサ。
【請求項１２】
　前記それぞれの第１および第２の表面電極、電解質層およびＳＡＬを支持する基板をさ
らに含み、前記基板が、絶縁セラミック、絶縁材料で被覆した金属、および絶縁材料で被
覆したサーメットからなる群から選択され、前記ＳＡＬが、前記電解質層と前記基板との
間に位置する、請求項１～１１のいずれか一項に記載のセンサ。
【請求項１３】
　前記ＳＡＬが、前記電解質層と前記基板との間に完全に封入されている、請求項１２に
記載のセンサ。
【請求項１４】
　前記それぞれの第１および第２の表面電極、電解質層およびＳＡＬを支持する基板をさ
らに含み、前記基板が、絶縁セラミック、絶縁材料で被覆した金属、および絶縁材料で被
覆したサーメットからなる群から選択され、前記ＳＡＬが、前記電解質層の中に位置する
、請求項１～１１のいずれか一項に記載のセンサ。
【請求項１５】
　前記ＳＡＬが、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ａｇ、および前述の金属の２以上の合金；導電性セ
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ラミック；および導電性サーメットからなる群から選択される材料を含む、請求項１～１
４のいずれか一項に記載のセンサ。
【請求項１６】
　前記ＳＡＬが、白金から本質的になる、請求項１５に記載のセンサ。
【請求項１７】
　ガス試料またはガス流中の２以上の標的ガス種の濃度を測定するためのアンペロメトリ
ック電気化学センサシステムであって、前記センサシステムが、請求項１～１６のいずれ
か一項に記載の第１の電気化学セルと、第１および第２の表面電極を電解質層の上に含む
第２の電気化学セルを含む、センサシステム。
【請求項１８】
　前記第２の電気化学セルが、請求項１～１６のいずれか一項に記載のセンサを含む、請
求項１７に記載のセンサシステム。
【請求項１９】
　前記第１および第２の電気化学セルが、共通の電解質層、共通の第２の電極および共通
のＳＡＬの少なくとも１つを共有する、請求項１７または１８に記載のセンサシステム。
【請求項２０】
　ガス試料またはガス流中の１以上の標的ガス種の濃度を検出する方法であって、
　（ａ）請求項１～１９のいずれか一項に記載の前記センサまたはセンサシステムを、前
記１または複数の電気化学セルが前記ガス試料またはガス流に曝露されるように配置する
ステップと；
　（ｂ）１または複数のバイアスを前記１または複数の電気化学セルに印加するステップ
と；
　（ｃ）前記セル電極間にもたらされる１または複数の電流を測定するステップと； 
　（ｄ）前記測定した１または複数の電流に基づいて、１以上の標的ガス種の濃度を求め
るステップと
　を含む、方法。
【請求項２１】
　前記１以上の標的ガス種が、ＮＯｘおよび／またはＮＨ３である、請求項２０に記載の
方法。
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